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この主旨から微量弗素含有飲料水にて飼育したラット歯牙を, E n am el, D entin に分離 し, 下顎骨と対比
しつつそれぞれ X 線回折ならびに Ⅹ線堂光分折学的に検索 し, 飲料水弗素濃度と比例的に該組織結晶質




歯牙としての臼歯- の弗素沈着と下顎骨- の沈着の仕方に相違のあることがわかり, なかでも臼歯弗素沈
着量は, 食物中からも多量の弗素摂取があるにもかかわらず飲料水中より摂取する弗素に密接な関連性の
あることが推察された｡
第 2 編 実験的マグネシウム含有弗素化飲料水摂取のラット歯牙に及ぼす影響
飲料水中の弗素の生物学的意義が大であるとすれば, それは飲料水の性状特に硬度によって同一弗素濃
度でも斑状歯の発症に差があるという事実からも, 水中共存イオンの意義を解明する必要があり, その一
例として実験的にわが国で通常飲用せられる程度の M g 添加水の弗素化によるラット歯牙えの影響を検討
したO これには同時に 含 , ♀ の差および生前, 生後(i)弗素摂取の影響も合わせ検索したが, いずれも理
論的に M g F 2 の沈殿を作らぬ程度の低濃度の M g の存在によっても, 弗素の歯牙, 下顎骨への沈着に




第 3 編 弗素摂取様式と歯牙変化との関連に就いての考察
上の実験から弗素の摂取様式による歯牙- の影響の相異のあることが判り, この点に関して種々文献的
に考察し, また第 1編の実験動物における弗素代謝実験を追加 して弗素の投与様式および弗素原の型によ
って歯牙に及ぼす影響に差のあることを解明した｡ しかして翫蝕予防の手段として水道水弗素化の意義深
いことを確認した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は飲料水中合有弗素の歯牙, 骨組織- の影響を明らかにしようとして諸種条件下に飼育した白鼠
の歯牙, 骨についてX 線回折, Ⅹ線蛍光分析および弗素の定量分析を行なった結果, 飲料水中の微量弗素
によって歯牙, 骨の- イドロ ･ オキシ･ アパタイ ト様の構造に含有弗素量の多少にしたがって一定の変化
を起すことを明らかにしたものであり, 学術上有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定
する｡
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